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　日本公認会計士協会埼玉会会長に就任いたしました小山 彰です。埼玉会設立にあ

たり一言ご挨拶申し上げます。

　まずは、これまで日本公認士会計士協会東京会の１地区会だった埼玉県会が、本年

4月１日に「日本公認会計士協会埼玉会」として日本公認会計士協会の15番目の地域

会としてスタートすることができました。これも、ひとえにこれまで埼玉県会を支えてき

ていただいた会員諸先輩、会務運営に多大なる貢献をされてきた歴代の役員の皆様の

ご尽力の賜物と深く感謝申し上げます。

　東京会から独立することによって今後は独自の意思決定や独立した予算の中で、より

地域に根ざした団体として、埼玉県内にある行政機関・自治体・経済諸団体・他士業

団体及び大学等の教育機関の皆様とこれまで以上に積極的にそして迅速かつ緊密に連

携するとともに、さらに新たな交流の機会を設けるなど、活動の幅を広げて参ります。

そして公会計及び非営利法人会計等における多様なニーズに応えることができる体制を

整えるなど、地域社会に貢献できるよう努力する所存です。

　地域会として成立したことで、協会本部と埼玉会会員の意思の疎通を円滑にする

インフラはできたわけですから、会員の皆様にはますます積極的に埼玉会の会務活動

に参加していただき、様々な情報の入手とご自身の意見を協会本部の活動に反映させ

ていただければと考えています。そのためにも、会員の皆様がこれまで享受してきた研

修や厚生事業などのサービスがこれまで以上に充実したものとなり、会員の皆様がより

積極的に会務活動に参加する機会を提供し、また会員相互の交流の場をつくっていく

ことが、私ども役員の責務であると考えております。

　埼玉県会の地域会化は１つの大きな目標ではございましたが、これからが正念場で

あると思っております。しっかりとした組織を作り、事業を適切に計画し、そしてそれ

を確実に実行していく。そのためには私ども埼玉会の役員とそれをサポートする事務局

が一致団結していくことが必要であると考えます。埼玉会会員の皆様にもどうぞご指導、

ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

　最後になりましたが、埼玉会会員・準会員の皆様の益々のご健勝・ご活躍をお祈り

申し上げます。
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埼玉会の紹介

　会員数約830人を擁する「日本公認会計士協会埼玉会」は、

これまで埼玉県会として日本公認会計士協会東京会の傘下として

活動してきましたが、平成28年 4月1日から独立し、15番目の

地域会として、新たに活動することになりました。

　従来、東京会の意思決定や予算

の中で活動していた埼玉県会は、

独自の意思決定、独立した予算の

中で、より自律的かつダイナミック

に活動することが可能となります。

このことは、地方公共団体を含む

地域社会の需要に対してより迅速

かつより親密な対応・活動を行って

いくことができます。「埼玉会」はより身近な存在として地域社

会の発展に貢献していきます。

埼玉会誕生の歴史

①埼玉会のルーツ
　埼玉会の前身である、東京会埼玉県会が設立されたのは、昭

和26年2月です。当時は「埼玉部会」と呼ばれていました。

　歴史を紐解くと、日本公認会計士協会は、昭和24年10月の創

立総会により結成されました。昭和24年 4月に第一回目の特別

公認会計士試験の予備試験、同年5月に本試験が行われ60名が

合格し、この第一回合格者有志によって任意団体としての日本公

認会計士協会が結成されたのでした。東京会の前身である東京支

部が設置されたのは、昭和25年 3月17日の部会臨時総会による
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　日本公認会計士協会埼玉県会は、本年 4月１日をもって所属してい

た東京会から分離し、埼玉会として独立しました。会員数約830名を

擁する第15番目の地域会となります。ここに至るまでに協会本部、東

京会をはじめとして大勢の方々から多大なご協力、ご支援をいただきま

した。あらためて御礼を申し上げます。

　埼玉県会の時から、埼玉県やさいたま市等の地元地方公共団体との

連携を図り、監査委員や包括外部監査人、外郭団体の監事や外部監

査人、各種委員会の委員などを推薦させていただきました。また、埼

玉県会会員が、埼玉県の企業や学校法人、公益法人などを対象として

実施する会計監査や税務、経営支援等に側面から協力してきたところ

です。しかし、これらの活動は東京会の一員としての動きであり、東京

会にもご無理を言い、また大変なご理解をいただいたにもかかわらず、

隔靴痛痒の感は拭えませんでした。

　埼玉独自の意思決定、独自の予算で自主的な活動をしようという埼

玉会独立の機運が芽生えるなか、3年前に神奈川県会が分離独立した

ことも刺激となり、埼玉会独立の動きが活発になって、今日を迎えるこ

ととなりました。地域会に昇格することによって、協会本部と直結した

組織となり、会員への情報伝達の迅速性も期待されます。

　もとより、分離独立はそれ自身が終点ではなく、あくまでも埼玉会と

しての自主自立的な活動のスタートであります。充分な体制づくりには

少し時間がかかりますが、これからも埼玉会会員が、会計監査等で培っ

た幅広い実務経験を活かして埼玉県内の企業や諸団体の活性化や発

展に寄与できるよう支援体制を充実させ、皆様により身近な存在として

より迅速な活動を続け、地域経済社会への貢献をより一層推進してい

く所存であります。会員や関係各位の皆様のご指導、ご鞭撻をよろし

くお願い申し上げます。
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ものです。第一回合格者の中から東京部会が組織され、同年12

月7日第一回会合が開催されましたが、本部機構の整備とともに、

先に設置された東京部会は昭和25年 3月17日の部会臨時総会に

おいて発展的に解消し、新たに東京支部として発足したのです。

　その東京支部の中に、地域会員の親睦を深めるための部会が

任意に設立されていきました。この最初の部会として、昭和26

年 2月6日に「埼玉部会」が誕生したのでした。その後、昭和

28年から昭和34年にかけて17部会が設立しましたが、昭和35

年に支部規約の改正により、部会は正式に東京支部の下部機構

として組織され、強制加入部会となり、東京都は特別区毎に、

また三多摩を1部会とし、県は、県単位で部会を設置することと

なり33部会となりました。

　地域会の前身である支部は、昭和24年10月の東海支部（当時

「部会」）の設置が最初でしたが、埼玉部会が設置された時期は、

東海支部、東京支部、大阪支部、関西支部、九州支部、北陸支部、

中国支部の設置の次で、未だ支部の設置が完了していない時期

であったのです。このように埼玉会のルーツは、日本公認会計

士制度の歴史の中において驚くほど早い時期にあったわけです。

②旧埼玉県会の歴代会長

　旧埼玉県会の歴代会長は、次の通りです（敬称略）。

　　初　代　　吉　田 　俊　一

　　二　代　　山　口 　秀　吉

　　三　代　　松　本 　憲　一

　　四　代　　鈴　木 　義　夫

　　五　代　　関　口　 　　登

　　六　代　　萩　原 　弥兵衛

　　七　代　　多　田 　広　光
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　日本公認会計士協会埼玉会のご誕生、誠におめでとうございます。

　小山会長はじめ会員の皆様の感激もひとしおのこととお慶び申し

上げます。

　全国では15番目の地域会として今後の活動が期待されるところで

ありますが、今回の地域会化によって地元自治体、関係諸団体等と

の関係が一層緊密になり、地域社会への貢献がますます深化する

ものと考えます。関東財務局では、これまでも積極的に地域連携・

地域貢献に取り組んでおりますが、政府が経済政策の重点として「地

方創生」を推進していることを受け、埼玉県内の自治体、経済関係

者等から、地域の意見・実状をお伺いして本省庁に伝達するという

取組に力をいれております。こうした取組につきまして埼玉会との連

携を深めていければ幸いです。

　現在、会計監査の信頼性・透明性確保について議論が進められ

ていることはご承知のことと存じます。会計監査は、企業による財

務状況の的確な把握と適正な開示を確保し、その円滑な経済活動

を支え、これを日本経済の持続的な成長につなげていくという、き

わめて重要な機能をもったインフラであります。公認会計士には、

財務諸表の正確性を担うプロフェッションとしての非常に高い役割

が期待されています。我が国の金融資本市場の発展のため、一層

のご尽力をお願いいたします。

　また、関東財務局では、有価証券報告書などの開示書類の受付・

審査業務を行っておりますので、企業のディスクロージャー制度の円

滑な運営におきましても、ご協力をお願いいたします。

　最後に、埼玉会の設立により、会員皆様のつながりがより密接と

なり、お互いの信頼関係がますます深まることで、地域における存

在感がなお一層高まることを期待するとともに、埼玉会の皆様のご

健勝とご発展を心より祈念いたします。
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　　八　　代　　堀　 　　一　男

　　九　　代　　塩　原 　春　夫

　　十　　代　　藤　野 　廣　治

　　十 一 代　　松　縄　 　　勇

　　十 二 代　　真　下 　和　男

　　十 三 代　　山　本 　清　次

　　十 四 代　　三　間 　邦　夫

　　十 五 代　　蛭　川 　俊　也

　　十 六 代　　吉　島 　一　良

　　十 七 代　　坂　本 　隆　信

　　十 八 代　　熊　木 　雄太郎

　　十 九 代　　宮　原 　敏　夫

　　二 十 代　　荒　井 　伸　夫

　　二十一代　　小　山 　　　彰

③事務局の変遷

　埼玉県会の事務局は、代々、会長の個人事務所内に設置されて

おりましたが、坂本隆信会長の時代になり、平成12年９月8日

の臨時総会で承認され、さいたま新都心の中村ビル（さいたま市

大宮区北袋町）において最初の独立した事務局が設置されました。

熊木雄太郎会長の時代において、平成18年２月、現在の大宮ソ

ニックシティ8階（さいたま市大宮区桜木町１－７－５）に移転し

ました。その後、若干の増床を重ねて現在に至っております。

④埼玉会の誕生

　日本公認会計士協会本部が打ち出しましたガバナンス改革の

一環として、関東財務局管内、一都九県を管轄する東京会の組

織改革がなされ、神奈川県会が14番目の地域会として平成25年

4月1日に独立しました。この流れの中、埼玉県会は平成24年7月
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　このたびの日本公認会計士協会埼玉会の設立を心からお祝い申し上げます。
　地域会としてのスタートを切られた埼玉会が、これまで以上に地域社会に密着した
活動に取り組んでいかれると伺い、私は大変心強く思っております。会計の専門家とし
て、本県の社会経済の適正な発展のために、更なるお力添えを賜りますようお願い申
し上げます。
　私は知事就任以来、「県庁を優れた経営体にする」、「県庁を一番のサービス産業に
する」との考えの下、県政の様々な改革に取り組んでまいりました。平成24年度からは、
これまでの改革志向をより強固なものとするため、「もし県庁が株式会社だったら」と
いう視点で各課ごとに改善を促す取組を進めています。こうした中、貴会から御推薦
いただいた監査委員や包括外部監査人の方々には、民間企業の監査やコンサルティン
グ業務でこれまでに培われた鋭い経営感覚で、県の業務改善につながる貴重な御意見
や御提言をいただいております。本県の行財政改革に大きく貢献するものと、心から
感謝申し上げます。
　また、県では、平成29年度までの地方公会計制度改革に向けて、総務省が示した
統一基準に基づく財務書類などの整備を進めており、貴会には職員研修等で御支援
をいただいております。同制度改革は財政の透明性を高め、その効率化・適正化を図
る上で大変有効なものと考えられることから、円滑な導入に向け、貴会の引き続きの
御協力をお願いいたします。　
　さて、現在77万人である本県の75歳以上の高齢者は、2025年には118万人と全国
一のスピードで増加し、医療・介護需要の爆発的な増大が予想されます。また、15歳
から64歳の生産年齢人口が27万人減少すると予想されており、社会・経済の活力の
低下が懸念されています。
　この問題に対処するため、県では今後、働き手が減少する中で社会の活力を維持し
高めていくための「『稼ぐ力』の強化」、元気な高齢者が就労や地域活動など様々な分
野で活躍できる社会を構築する「シニア革命」、県民一人一人が持つ可能性を最大限に
引き出し、能力を開花できるような「『人財』の開発」に取り組んでまいります。
　しかしながら、これらの取組が実効性を持ったものとなるためには、行政にはない新
たな視点や経営感覚が是非とも必要と考えます。貴会におかれましては、これまでの
業務で培われた豊かな経験を生かして、今後とも本県の取組に対する大所高所からの
御支援、御協力をいただきますよう、何とぞよろしくお願いいたします。
　結びに、日本公認会計士協会埼玉会の輝かしい御発展と、会員の皆様の御健勝、
御活躍を心から祈念申し上げて、祝辞とさせていただきます。
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より坂本隆信委員長の下、地域会化すべきか否かについて検討

委員会を開催して検討を重ね、地域会化について積極的に考え

ていこうとの結論に達しました。そして、平成25年10月24日に

埼玉県会臨時総会が開催され、埼玉県会の地域会化が承認され

ました。その後、埼玉会設立準備委員会が設置され、設立準備

のための具体的な手続が進む中、平成27年 9月8日の埼玉会

設立総会において埼玉会規約をはじめ諸規程が承認され、詳細

な設立準備手続きを経て、平成28年 4月1日に日本公認会計士

協会の15番目の地域会である「埼玉会」が誕生しました。

埼玉会の組織

埼玉会は、大きく7つの委員会で構成されています。

（1）総務委員会

　総務委員会は、関係団体及び外部関係先等との渉外活動を

行っているほか、日本公認会計士協会本部施策へ協力や積極的

な連絡を図ることを通じて、会員への会務連絡の充実を図ってい

ます。定期総会や役員会等の開催、選挙にあたっては選挙管理

委員会の開催、その他埼玉会規程、規則、細則等の改正、会

務の合理的運営、事務所の賃借や事務局職員の人事についての

事業を行っています。

（2）経理委員会

　経理委員会は、会員からの会費の徴収、本部交付金やその他

の収入に関する業務を行っています。また、金銭の出納保管、

事業計画に基づく予算の支払い、源泉徴収や租税公課の支払、

会計記録の作成保管、予算書及び財務諸表等の原案の作成を
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　日本公認会計士協会埼玉会の設立に際し、心よりお慶び申し上げます。地域会設
立にご尽力された貴会役員をはじめ関係者の皆様に、改めて敬意を表すると共に、日
本公認会計士協会会長として感謝申し上げます。
　これまで、公認会計士協会東京会の地区会組織である埼玉県会として、協会会務
運営にご協力頂いておりましたが、今後は地域会として、より積極的な会務への参加
を宜しくお願い申し上げます。現在、我が公認会計士を取り巻く環境は、大きな変化
の局面にあります。資本市場に関しては、昨年発生しました大手電機メーカーの不正
会計事案の発生と担当監査法人の処分を契機に、品質の高い会計監査の確立につい
て議論が行われてきました。協会としても監査強化を喫緊の課題として、真摯に取り
組んでいるところです。
　資本市場以外の分野に関しては、公認会計士の活躍の場が広がっております。社会
福祉法人、医療法人等については、経営管理体制の強化や透明性の向上などの観点
から、一定規模の法人については会計監査を導入する方向で法案の検討が進められて
おり、医療法人については、昨年の通常国会で法案が可決され、社会福祉法人につ
いては、本国会での可決に向けて審議されているところです。また、農業協同組合に
対しても公認会計士・監査法人による監査が行われることとなりました。
　これら非営利分野については、本部と地域会がしっかりと連携を取り、公認会計士
が社会から求められている期待に応えなければなりません。全国の地域会事務局にお
いては、情報の共有、収集及び提供等の機能を保持・発揮し、協会施策の更なる展
開に繋げるため、スタッフの増員を含め体制整備を進めているところです。公会計協
議会、中小企業施策調査会、税務業務協議会等を通じた本部・地域会での緊密な運
営が必要です。
　このように、地域会として会務運営を行うということは、協会施策へのより一層の連
携が求められるということになりますが、一方で、協会運営へ直接的に関わり意見発
信を行う機会も増えることになります。
　これからも「Engage in the Public Interest 社会に貢献する公認会計士」というタ
グラインの下、本部と全国16地域会が一丸となって、公認会計士が社会からの期待に
しっかりと応え、経済社会の発展及び公共の利益に貢献できるよう、会務運営に取り
組んで参ります。埼玉会の会員においても、協会会務へ積極的に参加いただき、地域
活性化に向けて強いイニシアティブを発揮いただくことをお願い致します。
　最後に、皆様の益々のご健勝とご活躍を祈念し、設立の祝辞とさせていただきます。

埼
玉
会
設
立
に
対
す
る

祝
辞

行っています。

（3）厚生委員会

　厚生委員会では、会員及び準会員に対し、慶弔に関しては、

弔慰金、記念品又は祝金、見舞金等を贈呈し、公認会計士業務

30年、同50年表彰等を実施します。そして、会員及び準会員

の健康管理に関して、生活習慣病予防検診、人間ドック等の一

部費用補助を実施します。また、会員及び準会員の親睦に関して、

親睦旅行、ゴルフコンペ、懇親会等を企画するとともに、会員

及び準会員に対して多岐に亘るサービスを提供していきます。

（4）研修委員会

　研修委員会は、会員が公認会計士の品質保持の根幹である継

続的専門的研修制度（CPE）を完全達成し得るように研修会を

企画実施しております。CPEは監査の品質、税務、倫理を必修

単位とし、会計、経営、ITなど公認会計士が必要とされる最新

の研修を実務に適格に反映されるように年間40単位で制度設

計されております。制度発足以来、年々、会員の意識も高く定

着しております。より質の高い研修を提供できるよう努めてまい

ります。

（5）業務委員会

　業務委員会は、公認会計士業務の普及並びに推進に関する項目

を中心に活動を進めてまいります。具体的には、地方公共団体

等の行政機関、商工会議所等の経済諸団体及び大学等の教育

機関への表敬訪問や連絡会等をより活発に推進してまいります。

また、今後の業務の広がりが期待できる非営利法人会計や公会

計の分野においても、会員の業務に資するように、関係者向け
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　埼玉会設立おめでとうございます。埼玉県会は、だいぶ以前より地域会化を目指して

いたと聞いております。そもそも埼玉県会は、いつでも地域会になることができるほど

の人材・組織があり、そして活動を行っていましたから、地域会化は時間の問題と思っ

ておりました。私が東京会会長としてその歴史的な場面に立ち会うことができましたこ

と誠にラッキーだったと感じております。

　東京会の地区会（県会）から、地域会になったことで見えてくる景色があります。そ

れは本部の施策です。今まで、本部施策は、東京会を介して接するもの、少し遠い世

界の話であったかもしれませんが、これからは、埼玉会会長ならびに埼玉会選出の本

部役員が本部の理事会に出席することになり、本部施策決定にダイレクトに参画する

ことになります。さらには、常務理事も輩出するようになりますと、本部施策の執行サ

イドに立つことにもなります。今までは、どこか遠いところからペーパーやメールで飛

んできた本部施策ですが、実際にその施策を構築していく議論の場に加わることになり

ます。また、全国の16の地域会の一員として、全国地域会会長会議にも参加し、全

国ベースでの地域会活動のあり方、本部施策を地域会で実行していくための諸施策に

ついて議論をし、さらに実際にその施策を持ち帰り、地域会内部で動かしていかなくて

はなりません。他の関係団体や行政機関に対しても、地域会としてダイレクトに向き合っ

ていくことになりますし、県庁だけでなく、県内63の市町村に対して責任ある日本公

認会計士協会の支部 (地域会 )として対応していかなくてはなりません。

　また、従来、収入は東京会からの交付金だけでしたが、今度は、本部から交付金と

ともに会員から地域会会費を頂くこととなり、それに基づき予算を策定し執行していく

ことになります。

　このように地域会になって見えてくる景色は、大きく変わってきます。大きな期待と

責任が入り混じります。そして関東甲信越は、埼玉会、千葉会、神奈川県会、東京会と

これで四つの地域会が存在することになりますが、東京会としましては、同等のステージ

に立つ仲間として、四会の連携を推進し、ともにダイナミックな活動を展開したいもの

だと思っております。

　埼玉会の今後のご発展を心より祈念しております。
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の研修会等を開催してまいります。さらに、中小企業に対する

経営改善計画支援並びに子ども・子育て支援関係に関して、会

員への情報提供を図ってまいります。

（6）調査研究委員会

　調査研究委員会は、下部の学校法人委員会及び社会福祉法

人委員会、公会計委員会、公益法人等委員会、ＮＰＯ法人委員会、

税務委員会、中小企業支援委員会の7委員会の円滑なる運営を

図ると共に、東京会調査研究7委員会に参加を希望する会員を募

り交流及び意見交換を行います。また、本部所管の委員会への

委員を派遣するために調整を行うことが主たる業務です。

（7）広報委員会

　広報委員会は、主に、①会報等の企画刊行及び管理運営に関

する業務、②公認会計士制度、監査制度並びに公認会計士業務

のＰＲのための講演会開催に関する業務、③公認会計士制度、

監査制度並びに公認会計士業務の宣伝普及に関する業務を行っ

てまいります。「埼玉 CPAニュース」の刊行、埼玉会ホームペー

ジの企画運営、新聞企画記事等の活用を通じて、会員相互の親

密なコミュニケーションを図ると共に、地域の皆様に対しまして

「地域社会に貢献する埼玉会」並びに会計士業務をＰＲしていき

ます。高校・大学に対するワークショップ等も企画していきます。
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　埼玉県会は平成28年４月１日より全国15番目の地域会である日本公認会計士協会埼玉会として歩むこととなりました。埼玉会事務局
は、今まで東京会の傘下である県会（地区会）事務局として執務しておりましたが、埼玉会として地域会化し、求められるものも広範囲
に亘りますことから、事務局２名（濱田実、池本和子）パートタイマー２名（井原紀子、宮本敦子）の４名体制とし、スピーディ且つ機動
性を念頭におき、会員の皆様に喜んでいただける事務体制を築いてまいりたいと思います。地区会と地域会では基本的に斯界からの

要望等が広範囲に亘ることと思いますが、その要求に応えられるように職員一丸となり
頑張るつもりでおります。まだ、卵からかえったばかりのひな鳥ではございますが、埼玉
会役員の方々はじめ皆様のさらなるお力を頂きながら、一歩一歩着実に前に進んでいき
たいと思います。埼玉会の事務所は大宮駅西口から数分という利便性に富んだソニック
シティビル８階に設置されておりますので、お近くにお越しの際はお立ち寄りいただけ
れば幸いです。以上、簡単ですが埼玉会事務局としてのご挨拶とさせていただきます。
（事務局長・濱田）

　平成28年４月１日、いよいよ埼玉会が動き出しました。埼玉会の

起源は昭和26年の埼玉部会の設置ですから、実に65年の歳月を経

て独立したわけです。今年は北海道新幹線が開業し、大宮駅から新

函館北斗駅まで最速３時間38分で結んでいますが、青函トンネルの

建設が始まったのは昭和36年３月だそうです。単純に比較はできま

せんが、それ以上に長期にわたる経験を積んでの「新生」埼玉会独立

には感慨深いものがあります。埼玉県会 CPAニュースは、年１回年

始に発行して13号までになりましたが、埼玉会設立を転機に、

「SAITAMA CPA NEWS（埼玉CPAニュース）」として生まれ変わりま

した。今回、「埼玉会設立記念特集号」として創刊号を発行できまし

たことは皆様のご協力のおかげと感謝しております。埼玉 CPAニュー

スは、新企画、新コーナーを織り込み、よりパワーアップして年３回

発行し、埼玉会の最新情報を最速で伝えていきます。「新生」埼玉

CPAニュースを今後もよろしくお願い申し上げます。（佐久間仁志）

　今回の埼玉 CPAニュースの表紙の写真のテーマは、今年の

埼玉の桜で、埼玉会写真同好会の皆様に写真のご提供をお願

いいたしました。私は、写真のとりまとめをさせていただきまし

たが、写真同好会の皆様

から頂いた写真は素晴ら

しいものばかりで、そのま

ま写真集を作れそうでし

た。また、頂いた写真に

より、私の家の近所にも、

桜の綺麗な公園があるこ

とを知りました。ご協力い

ただいた皆様、本当にあ

りがとうございました。

（芳原勝伸）

埼玉会事務局職員のご紹介


